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して伝える力」を伸ばすために有効でかつ要

となる単元であると考え，授業実践を行った。 

 

◆指導計画 

次 時 学習活動 

１ １ アンケートに答える。 

２

３ 

単元名・リード文を読んで，学習課題を

設定し，見通しをもつ。 

「豊かな言葉の使い手」＝「上手に話し

て伝えることができる人」から想起する

人物とその理由をマップに表し，みんな

の考えも視野に入れつつ，自分の課題を

決める。 

４

５ 

自分の課題について文献やインターネ

ットなどで調べたり，インタビューした

りする。 

調べたことの中から，次時にグループで

出し合うことをまとめる。 

２ ６ グループになり，それぞれが調べたこと

を出し合い，「上手に話して伝えること

ができるために」大事なこと，自分たち

なりにできることを考え，ワークシート

に書き出しながら整理する。 

７

８ 

調べて考えたこと，自分が努力しようと

思うことについて，クラスの友達に伝え

るために構成や表現を工夫して各自で

ワークシートに文章を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ ９ クラスの友達に自分の考えを伝える発

表の練習をする。（グループ内で相互に

発表を見合う。） 

10 

11 

自分の考えをクラスの友達に発表する。

また，友達の考えを聞き，よかったこと

や感想などをワークシートにメモし，伝

え合う。 

４ 12 発表時の友達からの評価を見て，自分の

考えが相手に伝わったかを振り返る。 

学習全体を振り返り，感想を書く。 

※下線部は，学習履歴のデータとなる部分。 

 太字は，指導書の内容を変更した部分。 

 

4. 研究の成果と結果・考察 

 

(1) 話すことにかかわるアンケート（第 1 時）

からわかる児童の実態・意識について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜話すことについてのアンケートの集計結果＞ 

 
好 き： 1 人 

（自分の考えを伝えられる）

どちらかというと好き： 2 人 
（みんなに聞いてもらえる 

意外とおもしろい） 
どちらかというと好きではない：11 人 

（緊張する，恥ずかしい） 
好 き で は な い：10 人 

（緊張する，間違えること 
が嫌，変なことを言って 
笑われるのが嫌） 

※カッコ内は理由

 
第 3 時：「豊かな言葉の使い手」＝「上手に話して伝えることができる人」から想起する 

人物とその理由をマップにして黒板に掲示したもの 

－ 179 －



－ 180 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をもらった児童が多かった。児童にとっては，

自分の発表を目に見える形で評価してあるの

で振り返りがしやすいようだった。 

 

(3) 「話して伝えること」に関する児童の意

識・パフォーマンスの変容 －授業感想など

の学習履歴データをもとにして－ 

 

①児童Ｈの学習履歴データをもとにした分析 

 ●話すこと：好きではない 

 ●気をつけていること：友達の顔を見ないように

している 

 ●調べた人：テレビショッピングの人 

 ●発表内容 

「人にものを買ってもらうための努力」 

 僕は豊かな言葉の使い手のことを考えると，テレ

ビでよく見るジャパネットたかたの高田明という人

が頭に浮かびました。僕はこの人の独特な話し方に

は練習や努力があるのか気になり調べてみました。 

 僕は，高田明の話し方についていろいろ調べてみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。 

すると，高田明は商品の良いところを自分で確かめ

て，視聴者の心にいちばん響くポイントを考えてし

ゃべっていることがわかった。さらに，高田明はよ

く練習しているということがわかった。高田明は台

本も無しにペラペラしゃべり続けたり，本番までの

３分でも商品が変わったりすることがわかり，高田

明はよく練習していることがわかった。 

 僕は，高田明は視聴者や商品への思いが強いため 

よく練習していたり商品を確かめたりしていて上手

な話し方になっていることがわかった。 

 僕は高田明から学んで自分が努力しようと思うこ

とは，全校の前で発表したりみんなの前でなにかし

ゃべるときは前日によく練習したいです。 

  

●授業後の感想 

友達の発表を聞いてみんなが考える豊かな言葉の

使い手がわかった。友達やアナウンサーのことを豊

かな言葉の使い手と考える人が多かった。豊かな言

葉の使い手になるためには努力や練習が必要なこと

がわかった。自分の発表はだめだったけど，次から

 

第 10，11 時：全体発表で，聞く側が発表者の音声技術面を中心に，発表（実演）の

評価を記入したワークシート 

友達の発表を音声技術面

で評価する欄 
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